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Ⅰ．調 査 概 要 
 

１．調査目的   本調査は、津地区企業の景況を調査し、その動向を分析して地域事業

所の経営管理に役立つ資料を提供することを目的とする。 

２．調査対象   津商工会議所会員でＦＡＸ登録されている２，４６５企業を対象に実

施しました。 

３．調査方法   ＦＡＸ送付によるアンケート方式 

４．調査期間   平成２２年６月２８日～７月１２日 

５．調査対象期間 平成２２年１～６月実績と平成２２年７～１２月見通し 

６．回収集計数  回収集計数企業 ３７７（回収集計率 １５．３％） 
          うち小規模企業 ２５５ 

７．調査機関   津商工会議所・中小企業相談所 

ＤＩ－Diffusion．Index（ディヒュージョン・インデックスの略） 

 本文のＤＩとは、景気動向を示す指標で、調査時点における企業家の経済行動（強気や

弱気など）を知るものであり、景気動向を客観的に判断する資料として幅広く使用されて

いるものでとくに言及のない限り、前期に比べて「増加」「好転」する企業の割合から「減

少」「悪化」したとする企業の割合を差し引いた値である。 

Ｂ．Ｓ．Ｉ値（ビジネス・サーベイ・インデックス）の見方について 

Ｂ．Ｓ．Ｉ．とは、景気動向を示す指標で、調査時点における企業家の経済行動（強

気や弱気など）を知るものであり、景気動向を客観的に判断する資料として幅広く使

用されているもので、とくに言及のない限り「増加」「好転」したとする企業割合から

「減少」「悪化」したとする企業割合を差し引いた値を２で割った値である。 
 

（注）図表中の数値表示について 

図表中の数値については小数点以下第 2桁で四捨五入をしているため、合計が 100.0

にならない場合があります。 
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回答状況 
業種別回答比率 
（単位：％） 

21.8

22.5

9.3
13.0

2.7

23.6

2.4 4.8

製　造　業

建　設　業

卸　売　業

小　売　業

飲　食　業

サービス業

交通運輸業

その他の業種

    
業種別従業員規模 

（単位：上段－企業数・下段－％） 

   0～5 人 6～20 人 21～50 人 51～100 人 101 人以上 計 

  全 産 業 198 96 31 22 30 377

   52.5 25.5 8.2 5.8 8.0 

  製 造 業 31 19 8 8 16 82

   37.8 23.2 9.8 9.8 19.5 

  建 設 業 49 28 5 2 1 85

   57.6 32.9 5.9 2.4 1.2 

  卸 売 業 13 11 6 3 2 35

   37.1 31.4 17.1 8.6 5.7 

  小 売 業 35 6 2 3 3 49

   71.4 12.2 4.1 6.1 6.1 

  飲 食 業 9 1 0 0 0 10

   90.0 10.0 0.0 0.0 0.0 

  サ ー ビ ス 業 53 21 6 4 5 89

   59.6 23.6 6.7 4.5 5.6 

  交通 運 輸 業 0 4 2 2 1 9

   0.0 44.4 22.2 22.2 11.1 

  その他 の業 種 8 6 2 0 2 18

   44.4 33.3 11.1 0.0 11.1 
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全 産 業 ＤＩ 
業況判断 売り上げ 利益状況 販売条件 仕入条件 資金繰り 

22年 7月～12月 
見通し 

△ 56.5 △ 45.0 － － － △ 27.1

22年 1月～6 月 
実績 

△ 54.3 △ 39.4 △ 43.0 △ 38.7 △ 28.1 △ 22.3

21年 7月～12月 
実績 

△ 60.3 △ 57.1 △ 52.8 △ 51.8 △ 27.7 △ 32.0

21年 1月～6 月 
実績 

△ 65.4 △ 61.0 △ 62.6 △ 56.0 △ 30.2 △ 40.2

 
 
 
 

産 業 別 ＤＩ（22 年 1～6 月期） 

業況判断 売  上 利益状況 販売条件 仕入条件 資金繰り 

製 造 業 △ 57.4 △ 29.3 △ 34.1 △ 39.0 △ 32.9 △ 20.6

建 設 業 △ 62.3 △ 40.0 △ 43.4 △ 37.6 △ 30.7 △ 28.2

卸 売 業 △ 65.7 △ 54.2 △ 57.1 △ 51.3 △ 37.1 △ 2.9

小 売 業 △ 36.7 △ 34.7 △ 28.5 △ 18.3 △ 14.3 △ 18.3

飲 食 業 △ 80.0 △ 80.0 △ 90.0 △ 60.0 △ 40.0 △ 70.0

サービス業 △ 46.1 △ 37.1 △ 43.8 △ 46.1 △ 24.6 △ 22.5
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Ⅱ．調 査 結 果 
１．現状と今後の見通し（表－１、図－１・２参照） 
※平成 21年上期調査より対象企業を小規模企業からＦＡＸ登録されている全会員企業に拡大実施。 
 
(1) 現 況 

 

 

 

 

 

 

 
全産業の業況判断 DI は、今期実績値△54.3は前期△60.3と比べ、6ポイントの改善となっており、
前々期△65.4を底に2期連続の改善傾向が読み取れる。改善幅は前回5ポイントであり、今回の6ポイ
ントとほぼ横ばいの推移である。小規模企業は改善幅が前回4.6、今回3.3ポイントと全体より小さく、
後を追う数値となっている。業種別では小売業25ポイント改善と、他業種と比べて回復幅が大きくな
っている。また、小規模企業でも小売業は同様の動きを見せている。一方で建設業・製造業は堅調に

改善の兆しが見られるが、小規模企業では製造業は横ばいが続いている。卸売業では前期では改善が

見られたものの今期は悪化し、顕著な改善傾向は読み取れない。 
 
(2) 今後の見通し 

 

 

 
 全産業の見通し判断ＤＩは△56.5と、今期の現状実績値△54.3と比べ2.2ポイント減少と慎重な見通

しを示している。製造業ではやや改善の見通しが伺え、小規模企業も同様の見通しである。しかし、

その他の業種では横ばいを示しており、回復基調の顕著だった小売業では△44.9と実績値より8.2ポイ

ント低い見通しを示している。 

表－１ 経営の現状と今後の見通し 

実  績 来期の見通し 

21年 1月～6月 21年 7月～12月 22年 1月～6月 22年 7月～12月 
全 産 業 △ 65.4 △ 60.3 △ 54.3 △ 56.5 

△ 70.6 △ 66.0 △ 62.7 △ 63.0 

製 造 業 △ 60.9 △ 65.6 △ 57.4 △ 52.4 
△ 67.4 △ 69.4 △ 70.0 △ 64.0 

建 設 業 △ 73.3 △ 67.0 △ 62.3 △ 65.8 
△ 74.6 △ 69.8 △ 65.0 △ 67.6 

卸 売 業 △ 64.1 △ 51.3 △ 65.7 △ 59.9 
△ 76.0 △ 57.9 △ 76.9 △ 53.9 

小 売 業 △ 58.4 △ 61.9 △ 36.7 △ 44.9 
△ 69.4 △ 74.4 △ 51.4 △ 57.0 

飲 食 業 △ 66.6 △ 58.8 △ 80.0 △ 100.0 
△ 70.0 △ 54.6 △ 77.7 △ 100.0 

サービス業 △ 63.9 △ 53.0 △ 46.1 △ 50.6 
△ 65.4 △ 56.7 △ 58.5 △ 56.5 

※下段ＤＩ値は小規模企業 

全産業の業況判断ＤＩは 3期連続改善（前々期△65.4→前期△60.3→今期△54.3） 

小規模企業は小幅な改善に留まる。 

小売業では回復幅は大。卸売業では依然厳しい業況が続く。 

今後の見通しではほぼ横ばい。 
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期  実  績  来期の見通し 

産業 21年 1月～6月 21年 7月～12月 22年 1月～6月 22年 7月～12月 

全 産 業 
    

 製 造 業
    

 建 設 業
    

 卸 売 業
    

 小 売 業
    

 飲 食 業
    

 サ ー ビ ス 業
    

 
 
 
 ※下段ＤＩ値は小規模企業 

 
 

 
 

図－１ 津地区の経営の現状と見通し 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＤＩ＝好転（良い、やや良い）の割合－悪化 
（やや悪い、悪い）の割合 △はマイナス表示 

※表内の景気天気図は各期ごとのＤＩ値により表示 
 快 晴      晴     くもり時々 晴  くもり  くもり時々 雨       雨 

景 気 判 断 ＤＩ 

 25以上 0 以上 △25以上 △50以上  △100 
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図－２ 三重県下の経営現状と見通し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・棒グラフは構成比（％） 
・折線グラフは BSI値 
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２．売上状況と来期の見通し（表－２参照） 
（1）今期の動向 

 

 

 

 

 

 全産業の売上ＤＩは今期△39.4、前期△57.1 と比べ 17.7 ポイントの改善となった。前々期の
改善幅の 3.9 ポイントと比較すると大幅な改善となった。業種別で見ると製造業が今期△29.3、
前期△62.5と比べ 33.2ポイントの改善、小売業が今期△34.7、前期△69.8の 35.1ポイント改善、
サービス業でも 15.9ポイント改善となっており、全産業よりも高い水準で売上状況の改善が見ら
れた。また小規模企業で見ると製造業は全体ほどの改善は見られない。（改善幅 18.5ポイント） 
 
（2）今後の見通し 

 

 

 全産業の売上見通し判断ＤＩは△45.0、今期の現状実績値△39.4と比べ5.6ポイントのマイナス幅増
加となった。業種別では、建設業が見通し△61.2、今期実績値△40.0と21.2ポイントの悪化となって
おり、他の業種がほぼ横ばいの状況を示しているのに対し慎重な見通しである。 
 

表－２ 最近の売上と今後の見通し 

 実  績  今後の見通し 

21年 1月～6月 21年 7月～12月 22年 1月～6月 22年 7月～12月 
全 産 業 △ 61.0 △ 57.1 △ 39.4 △ 45.0

  △ 64.7 △ 59.6 △ 45.9 △ 52.5

製 造 業 △ 60.9 △ 62.5 △ 29.3 △ 29.3
  △ 59.3 △ 64.5 △ 46.0 △ 42.0

建 設 業 △ 61.6 △ 47.3 △ 40.0 △ 61.2
  △ 63.3 △ 50.0 △ 40.3 △ 59.8

卸 売 業 △ 64.1 △ 48.7 △ 54.2 △ 48.6
  △ 72.0 △ 52.6 △ 61.6 △ 69.3

小 売 業 △ 67.0 △ 69.8 △ 34.7 △ 34.6
  △ 73.5 △ 74.4 △ 45.7 △ 48.6

飲 食 業 △ 22.2 △ 64.7 △ 80.0 △ 100.0
  △ 60.0 △ 63.6 △ 77.8 △ 100.0

サービス業 △ 64.0 △ 53.0 △ 37.1 △ 46.1
  △ 70.2 △ 52.8 △ 39.6 △ 45.3

 
期  実  績  来期の見通し 

産業 21年 1月～6月 21年 7月～12月 22年 1月～6月 22年 7月～12月 

全 産 業 
    

 製 造 業
    

全産業の売上ＤＩでは改善が見られる。（前期△57.1→今期△39.4） 

製造業・小売業・サービス業で全産業ＤＩよりも高い水準で改善。 

今後の売上見通しでは、建設業で慎重な見通し。 
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 建 設 業
    

 卸 売 業
    

 小 売 業
    

 飲 食 業
    

 サ ー ビ ス 業
    

 
 
 
   ※下段ＤＩ値は小規模企業 
 
 
 

 

※表内の景気天気図は各期ごとのＤＩ値により表示 
 快 晴      晴     くもり時々 晴  くもり  くもり時々 雨       雨 

景 気 判 断 ＤＩ 

 25以上 0 以上 △25以上 △50以上  △100 

 50未満 25未満  0 未満 △25未満  △50未満 
50以上100 

ＤＩ＝好転（良い、やや良い）の割合－悪化 
（やや悪い、悪い）の割合 △はマイナス表示 
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３．売上の現状（図－３・４参照） 
 

 

 今期売上が増加した企業は全体で377企業中73企業19.4％（前期13.4％）、小規模企業では255企業中

39企業15.3％（前期12.1％）。全体、小規模ともに増加となった。 

 一方、今期売上が減少した企業は377企業中221企業58.6％（前期70.6％）、小規模企業では255企業

中155企業60.8％（前期74.7％）。全体、小規模企業ともに減少となった。 

 

図－３ 津地区の売上の現状と見通し 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－４ 三重県下の売上の現状と見通し 
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売上状況を「増加」「やや増加」とした企業は 19.4％（前期 13.4％） 
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４．利益状況（表－３、図－５参照） 

 

 

全産業の利益判断ＤＩは△43.0 と前期△52.8 に比べ 9.8 ポイント上昇した。業種別で見ると小売業

で 19.1 ポイント上昇、製造業で 21.2 ポイント上昇となっている。小規模企業で見ると建設業で 25.1

ポイントと全業種の中で最も高い数値を示した。サービス業・卸売業では全体では横ばい、小規模企

業ではやや悪化と活発な動きは見られなかった。 

  
表－３ 利益状況 

  実  績  

 21年 1月～6月期 21年 7月～12月期 22年 1月～6月期 
全 産 業 △ 62.6 △ 52.8 △ 43.0

  △ 68.1 △ 61.0 △ 53.4

製 造 業 △ 57.9 △ 55.3 △ 34.1
  △ 64.0 △ 64.5 △ 58.0

建 設 業 △ 68.2 △ 64.2 △ 43.4
  △ 71.3 △ 66.7 △ 41.6

卸 売 業 △ 62.5 △ 56.4 △ 57.1
  △ 72.0 △ 57.9 △ 69.3

小 売 業 △ 59.5 △ 47.6 △ 28.5
  △ 66.6 △ 60.4 △ 45.7

飲 食 業 △ 78.7 △ 58.8 △ 90.0
  △ 60.0 △ 54.6 △ 88.9

サービス業 △ 61.4 △ 44.4 △ 43.8
  △ 65.5 △ 52.8 △ 56.6

DI＝好転（高い）の割合－悪化（低下）の割合          △はマイナス表示 
                              ※下段ＤＩ値は小規模企業 

 
図－５ 利益状況 
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小規模建設業で利益状況の改善数値を示す。 
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５．販売条件と仕入条件 
 （1）販売条件（表－４、図－６参照） 

 

 

全産業の販売条件判断ＤＩは△38.7 と前期△51.8 に比べ 13.1 ポイント上昇となった。業種別で見る

と小売業で 40.4 ポイント上昇と高い数値を示した。小規模企業でも同様の動きを示している。 

 
表－４ 販売条件 

   実  績   

 21年 1月～6月期 21年 7月～12月期 22年 1月～6月期 
 全 産 業 △ 56.0 △ 51.8 △ 38.7
   △ 58.0 △ 53.6 △ 39.2

 製 造 業 △ 51.8 △ 54.2 △ 39.0
   △ 52.3 △ 61.3 △ 46.0

 建 設 業 △ 58.1 △ 56.2 △ 37.6
   △ 60.4 △ 56.2 △ 37.7

 卸 売 業 △ 57.8 △ 51.2 △ 51.3
   △ 60.0 △ 47.4 △ 38.5

 小 売 業 △ 59.4 △ 58.7 △ 18.3
   △ 59.8 △ 65.2 △ 28.5

 飲 食 業 △ 44.5 △ 47.0 △ 60.0
   △ 60.0 △ 36.4 △ 55.5

 サービス業 △ 54.7 △ 46.0 △ 46.1
   △ 55.9 △ 43.4 △ 45.3

DI＝好転（高い）の割合－悪化（低下）の割合              △はマイナス表示 
 ※下段( )内ＤＩ値は小規模企業 

 
 

図－６ 販売条件 
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小売業で良化を示す。（前期△58.7→今期△18.3） 
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（2）仕入条件（表－５、図－７参照） 

  
 
 
 
 
全産業の仕入状況判断ＤＩは△28.1と前期△27.7に比べ 0.4ポイント降下となった。産業別で見ると
上昇を示したのは小売業の 7.9ポイント、横ばいはサービス業 4.4 ポイント・建設業 3.2ポイント、
下降を示したのは製造業 10 ポイント・卸売業 9 ポイントとなっている。しかし小規模企業では卸売
業は 11ポイント改善、サービス業 5.7ポイント悪化と全体とは逆の数値を示す結果となった。 
 

表－５ 仕入条件 

   実  績   

 21年 1月～6月期 21年 7月～12月期 22年 1月～6月期 
全 産 業 △ 30.2 △ 27.7 △ 28.1

  △ 34.8 △ 28.3 △ 28.2

製 造 業 △ 25.5 △ 22.9 △ 32.9
  △ 32.5 △ 29.1 △ 36.0

建 設 業 △ 35.8 △ 33.9 △ 30.7
  △ 36.8 △ 33.3 △ 29.9

卸 売 業 △ 31.2 △ 28.1 △ 37.1
  △ 40.0 △ 26.4 △ 15.4

小 売 業 △ 32.1 △ 22.2 △ 14.3
  △ 37.5 △ 25.6 △ 19.9

飲 食 業 △ 38.9 △ 17.7 △ 40.0
  △ 30.0 (―) △ 33.3

サービス業 △ 26.0 △ 29.0 △ 24.6
  △ 33.3 △ 20.7 △ 26.4

DI＝好転（高い）の割合－悪化（低下）の割合          △はマイナス表示 
※下段ＤＩ値は小規模企業 

 
図－７ 仕入条件 
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全産業の仕入判断ＤＩは横ばい。 

仕入条件は業種別ではバラツキが見られる。 
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６．設備投資（表－６参照） 

（1）今期の動向 

  
 
今期設備投資を実施した企業は。377 企業中 74 企業 19.6％と前期 21.7％と比べ、2.1 ポイントの
減少となった。業種別では建設業では 1.6ポイントの微増を示すものの実企業数では昨期 14企業、今
期 12 企業と有意な傾向は認められない。その他の業種では横ばい、もしくは減少となった。小規模
企業で見ても同様の傾向を示している。 

 
（2）来期の計画 

  

 

全産業中、来期設備投資を予定している企業は377企業中64企業17.0％と今期実績値19.6％に比べ2.6

ポイント減少する見込となっている。業種別では製造業では31.7％（82企業中26企業）が設備投資を

行う予定としているが、それ以外の業種では横ばい、もしくは減少の見込である。 

表－６ 設備投資実施企業割合 

（単位：％） 

 実  績 来期計画 

 21年 1月～6月期 21年 7月～12月期 22年 1月～6月期 22年 7月～12月期 
 全 産 業 18.2 21.7 19.6 17.0
   11.7 15.2 13.3 9.4

 製 造 業 24.1 28.1 24.4 31.7
   12.8 21.0 20.0 22.0 

 建 設 業 13.1 12.5 14.1 5.9
   13.0 10.4 14.3 5.2 

 卸 売 業 14.1 20.5 17.1 20.0
   4.0 5.3 0.0 0.0 

 小 売 業 17.9 19.0 14.3 14.3
   4.2 11.6 5.7 11.4 

 飲 食 業 27.8 35.3 10.0 0.0
   10.0 36.4 11.1 0.0 

 サービス業 17.3 24.0 22.5 12.4
   9.5 18.9 15.1 7.5 

※下段の値は小規模企業 
 
 

７．資金繰りの動向（表－７、図－８参照） 

（1）今期の動向 

 

 

全産業の今期の資金繰り判断ＤＩは△32.0と前期△22.3に比べ9.7ポイントの改善となった。業種

別で見ても改善を示しており、小規模企業でも同様となっている。 

 

 

設備投資は昨期に集中。今期は微減・横ばいで一服感。 

来期も慎重な見通し。製造業でやや増加見込か。 

資金繰りは 9.7 ポイント改善。中でも卸売業で大きく改善（12.4 ポイント） 
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（2）来期の見通し 

 

 

 全産業の来期資金繰り判断ＤＩは△27.1と今期実績値△22.3に比べ、4.8ポイント減少の見通しであ
る。 

表－７ 資金繰り 

実  績 来期見通し 

21年 1月～6月期 21年 7月～12月期 22年 1月～6月期 22年 7月～12月期 
全 産 業 △ 40.2 △ 32.0 △ 22.3 △ 27.1 

  △ 44.3 △ 38.2 △ 31.3 △ 32.9 

製 造 業 △ 42.1 △ 32.3 △ 20.6 △ 25.7 
  △ 49.9 △ 43.5 △ 38.0 △ 40.0 

建 設 業 △ 41.0 △ 41.1 △ 28.2 △ 34.2 
  △ 42.4 △ 42.7 △ 29.9 △ 35.1 

卸 売 業 △ 37.5 △ 15.3 △ 2.9 △ 25.7 
  △ 64.0 △ 21.1 △ 15.4 △ 46.2 

小 売 業 △ 30.3 △ 26.9 △ 18.3 △ 14.3 
  △ 36.1 △ 27.9 △ 25.7 △ 17.1 

飲 食 業 △ 66.7 △ 58.8 △ 70.0 △ 70.0 
  △ 50.0 △ 54.6 △ 66.6 △ 66.6 

サービス業 △ 43.4 △ 31.0 △ 22.5 △ 29.2 
  △ 46.5 △ 39.7 △ 28.2 △ 32.0 

DI＝好転（高い）の割合－悪化（低下）の割合              △はマイナス表示 
※下段ＤＩ値は小規模企業 

 
 

図－８ 資金繰りの現状と見通し 
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予想

来期の資金繰り見通しは「横ばい・やや減少」で推移の見込。 
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８．借入の動向（表－８参照） 

 
 
 全産業の借入難易度判断ＤＩは 6.2と前期 3.0に比べ 3.2ポイントの改善となった。業種別で
は、昨期は困難さが増した卸売業、サービス業で改善傾向を示した。その他の業種は微減または

横ばいの状況を示している。小規模企業では△1.0と前期△2.1と若干の改善となった。 
 

表－８ 借入の難易度 

  実  績   

21年 1月～6月期 21年 7月～12月期 22年 1月～6月期 
全 産 業 △ 1.1 3.0 6.2

  △ 8.1 △ 2.1 △ 1.0

製 造 業 2.8 12.2 6.6
  4.4 9.1  3.8

建 設 業 △ 5.7 △ 3.3 4.6
  △ 8.8 △ 8.3 0.0

卸 売 業 5.3 0.0 23.5
  △ 9.1 △ 28.6 20.0

小 売 業 3.9 21.2 16.7
  4.2 33.3 12.5

飲 食 業 △ 16.7 △ 14.3 △ 50.0
  0.0 25.0 0.0

サービス業 1.6 △ 11.1 △ 2.5
  △ 38.1 △ 31.9 △ 17.4

DI＝好転（高い）の割合－悪化（低下）の割合          △はマイナス表示 
※下段の値は小規模企業 

 

９．借入予定と借入希望先（図－９参照） 

 
 
 
 
 全産業中、来期に借入を予定している企業は 377企業中 81企業で全体の 21.5％、前期 24.1％とな
り、借入希望は微減状況である。小売業では前述のとおり、売上状況・取引状況（販売・仕入）・資金

繰りともに良化しており、借入予定は前期 19.0％から今期 16.3％へと減少している。 
卸売業・小売業では前期の借入使途では設備資金借入予定は見られなかったが（前期は各 0％）、今
期では卸売業・小売業ともに 25.0％の予定を示しており、資金繰り判断ＤＩ数値の改善を受けて、運
転資金確保から設備投資への視点移動していることが考えられる。 
借入希望先では、全産業の民間金融機関希望は 69.1％と前期 54.9％と比べ 14.2％増加している。
飲食業を除く全ての業種で民間金融機関を借入先に希望するとした数値は増加を示しており、景気回

復を受けて金融機関との関係が密接になったことが伺える。 
資金使途では建設業とサービス業では運転資金借入予定が若干増加したものの、それ以外では減少

した。 
 

借入難易度は改善傾向。 

借入予定は減少を示す。卸・小売では運転資金から設備資金へ視点移動へ。 

借入希望先では「民間金融機関を希望」が前期より増加。景況感アップで関係密接に。 
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図－９－① 借入予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－９－② 借入希望先 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図－９－③ 借入資金の使途予定 
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10．経営上の問題点（３項目まで選択）（表－９、図－10 参照） 

 
 
  
 
 
全産業の経営上の問題点は1・2位は15期連続で「売上・受注の停滞・減少」、「競争激化」となり、3
位は前期に引き続き「製品・商品の単価の下落」となった。また2・3位「競争激化」と「製品・商品単
価の下落」は比率を上昇させている。 
 業種別で見ると「売上・受注の停滞・減少」が全業種で1位となっているが、通年比較で見ると卸売
業でそのポイントを上昇させているが、他の業種では概ね減少させている。 

 
図－10 全産業・経営上の問題点 

（単位：％） 
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表－９ 産業別・経営上の問題点 

（単位：％） 

 
 
 
 
 
 
 

 順位 ２１年７月～１２月期 ２２年１月～６月期 

産業 １位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位 

    売上･受注の 競争激化 製品・商品 売上･受注の 競争激化 製品・商品 

  全産業 停滞減少   単価の下落 停滞減少   単価の下落

    70.8 39.0 21.3 65.8 42.4 25.5 

    売上･受注の 製品・商品 競争激化 売上･受注の 製品・商品 競争激化 

  製造業 停滞減少 単価の下落   停滞減少 単価の下落   

    80.2 42.7 32.3 72.0 42.7 30.5 

    売上･受注の 競争激化 製品・商品 売上･受注の 競争激化 製品・商品 

産 建設業 停滞減少  単価の下落 停滞減少   単価の下落  
 

  78.6 47.3 19.6 74.1 51.8 23.5 

    売上･受注の 競争激化 代金回収の 売上･受注の 競争激化 製品・商品 

業 卸売業 停滞減少   悪化 停滞減少   単価の下落 

    66.7 51.3 25.6 82.9 68.6 31.4 

    売上･受注の 競争激化 人材育成の 売上･受注の 競争激化 

別 小売業 停滞減少   悪化 停滞減少   

・製品・商品の単価

の下落 

・設備店舗の狭小老

朽化 

    68.3 38.1 22.2 59.2 40.8 18.4 

    売上･受注の 設備店舗の 人材育成の 売上･受注の 競争激化 設備店舗の 

  飲食業 停滞減少 狭小老朽化 悪化 停滞減少   狭小老朽化 

    52.9 29.4 23.5 70.0 30.0 30.0 

    売上･受注の 競争激化 人材育成の 売上･受注の 競争激化 製品・商品 

  サービス業 停滞減少   悪化 停滞減少   単価の下落 

    64.0 36.0 24.0 47.2 39.3 20.0 
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